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取扱説明書
タイプ 8741/8742

1 取扱説明書
取扱説明書は装置のライフサイクル全体について説明しています。本
説明書はすべてのユーザーの手の届く所に保管し、また、装置の新し
い所有者が利用できるようにしておいてください。

安全に関する重要な情報！
本取扱説明書をよくお読みください。特にセクション3	基本的な安
全注意事項と2	規定通りの使用に注意してください。
	▶ 取扱説明書を読み、理解している必要があります。

1.1 用語定義
この説明書で使用される「装置」という用語は、常にデジタル通信
büS/CANopenを備えたMFM/MFCタイプ	8741/8742を表します。

1.2 使用したアイコン
本説明書では、次の表記を使用します。

危険

直接的危険性についての警告！
	▶ 遵守しない場合、死亡または重傷を負う可能性があります。

警告！

危険な状況に陥る可能性についての警告！
	▶ 遵守しない場合、重傷、または死亡する可能性があります。

注意！

潜在的危険性についての警告！
	▶ 遵守しない場合、軽症または中程度の負傷につながるおそれが
あります。

注記！

物的損害についての警告！

重要なヒントと推奨事項。

本取扱説明書あるいは他の文書の情報の参照指示です。

	▶ 危険回避のための指示を示します。
	→実施すべき作業手順を示します。

	結果を示します。
メニュー	ユーザーインターフェースのテキストを示します。

日本語
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規定通りの使用
タイプ 8741/8742

2 規定通りの使用
装置を適切に使用しない場合、人、周囲のシステムおよび環境に危
険が及ぶ可能性があります。
MFMタイプ8741/8742は、純粋な乾燥ガスの質量流量の測定専用
です。
MFCタイプ8741/8742は、純粋な乾燥ガスの質量流量の制御専用
です。
	▶ 使用に際しては、契約書類、取扱説明書、銘板、較正プレートに
記載されている許容データ、動作条件、使用条件を遵守してくだ
さい。

装置 
	▶ 銘板および較正プロトコルで指定された流体にのみご使用くだ
さい。
	▶ 屋内でのみご使用ください。
	▶ 海抜2,000	mまでしか使用できません。
	▶ Bürkertが推奨する、もしくは認可する場合にのみ、他社の装置や
コンポーネントと組み合わせて使用してください。
	▶ 慎重に使用し、専門家による定期的なメンテナンスを行ってく
ださい。
	▶ 必ず欠陥のない状態で使用し、保管、輸送、設置、操作は適切に
行ってください。
	▶ 必ず適切に使用してください。

2.1 防爆仕様
危険

爆発の可能性がある場所で不適切に使用すると、爆発の危険性あ
り！
	▶ 適合宣言の情報に注意してください。
	▶ Ex認可のある仕様の場合、ATEX補足説明書	タイプ	 8742
（country.burkert.com	で入手可能）の情報も遵守する必要が
あります。

2.1.1 Ex認可
Ex認可は、Bürkertによって承認された装置が、タイプ	8742のATEX補
足説明書に従って使用された場合にのみ有効です。
装置に不正な変更が施された場合、Ex認可は無効となります。

日本語
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基本的な安全注意事項
タイプ 8741/8742

3 基本的な安全注意事項
これらの安全注意事項は以下の点には考慮されていません：
•	 取付け、操作およびメンテナンスで起こりかねない偶発事象。
•	 設置担当者や事業者が責任をもって遵守すべき現地の安全規則。

設備/装置における高い圧力による怪我の危険。
	▶ システムまたは装置での作業に先立ち、圧力を抜き、配管のエ
ア抜き/排出を行ってください。

感電による負傷の危険。
	▶ システムまたは装置での作業に先立ち、電圧のスイッチを切り、
再度オンにならないようロックします。
	▶ 現行の電気装置に関する事故防止・安全規則を遵守してくだ
さい！

高温の装置表面による火傷/火災の危険！
	▶ 装置を引火性物質や媒体から遠ざけ、素手で触れないようにし
てください。

流体排出による危険！
	▶ 現行の使用する動作流体に関する事故防止・安全規則に留意
します。

一般的な危険状況。
機械を爆発の危険があるエリアで使用しない。
	▶ 装置を工場で取り付け済みの入力フィルターなしで使用するの
はおやめください。
	▶ 較正プレートに指定された設置位置でのみ装置を使用してくだ
さい。

	▶ 装置の動作圧力は、較正プレートに指定されている最大較正圧
力（MFM）または比例バルブ（MFC）の密閉圧力を超えないよう
にしてください。
	▶ 装置は、較正プロトコルで動作流体として指定されている流体に
のみご使用ください。
	▶ 洗浄や汚染除去には、装置の素材が耐性を持つ薬剤のみをご
使用ください。関連する情報の一覧は、当社のスタートページ
（country.burkert.com）をご覧ください。	
ご不明な点は、現地の営業所までお問い合せください。
	▶ 装置を改造したり、機械的なストレスを与えないでください。
	▶ システム/装置を不意に操作することのないよう保護してくださ
い。
	▶ 訓練済み専門技術者のみが設置及びメンテナンス作業を行うこ
とができます。
	▶ 電気および液体供給が遮断された後はプロセスの再始動を制
御してください。
	▶ 各業界の一般的なルールを遵守してください。

注記！

静電気による危険がある部品/アセンブリ！
装置には帯電した静電気（ESD）に過敏に反応する電子部品が含ま
れています。静電気を帯びた人員や物との接触はこれらの部品を損
傷するおそれがあります。最悪の場合は、部品が直ちに破壊された
り、コミッショニング後に故障したりします。
•	 急激な静電気の放電による損傷を避ける、あるいは最小限にす
るために、EN	61340-5-1による要求事項に留意してください！
•	 電子部品を電源電圧時に接触させないでください！

日本語
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一般注意事項
タイプ 8741/8742

4 一般注意事項

4.1 メーカー名、メーカー住所および各国の連絡先
メーカー名は、装置のカバーとハウジングに凹型文字で表示されて
います。
装置のメーカーとして、以下の法人にご連絡いただけます。

ビュルケルトジャパン株式会社
〒112-0005	東京都文京区水道1丁目12-15
白鳥橋三笠ビル

当社の国外の所在地は、当社ウェブサイト（country.burkert.com）  
をご参照ください。

4.2 保証
保証の前提条件は、指定された使用条件に留意のうえでの装置の適
正使用です。

4.3 ウェブサイトで閲覧できる情報
タイプ8741/8742についての取扱説明書とデータシートは当社ウェブ
サイト（country.burkert.com）をご参照ください。

5 装置の説明

5.1 装置の構造

電気接続用	
チューブコネクタ*（ねじ

クランプ	4ピン）

機能接地接続部：	
M3ねじ** 
M4ねじ**

流体接続

流量方向

装置ステータス表
示用LED（NAMUR	
NE	107に相当）

コンフィギュレ
ーションメモリ

フィールドバス	
設定

*  取り外し可能なチューブコネクタは装置の一部です
** 	装置のケーブルシールドおよび接地用 

図	1：	 構造	タイプ	8741

日本語
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装置の説明
タイプ 8741/8742

3 4 5 6 7

91011

8

2
1

büS ↔ CAN

1.	 コンフィギュレーションメモリ
2.	 フィールドバス設定
3.	 固定ネジ
4.	 衝撃保護カバー（ATEX仕様でのみ必要）
5.	 M12封止キャップ（ATEX仕様のみ）
6.	 ブラインドプラグ（コンフィギュレーションメモリおよびフィー
ルドバス	スイッチへのアクセス）

7.	 電気接続（M12プラグ5ピン）用チューブコネクタ（対応部品は
装置には含まれていません）

8.	 装置ステータス表示用LED（NAMUR	NE	107に相当）
9.	 流量方向
10.	機能接地の接続：ケーブルシールドおよび装置の接地用M4
ねじ

11.	流体接続
図	2：	 構造　タイプ8742

5.2 一般的な説明
装置は、2つの基本拡張レベルで利用可能です。
•	 装置は、質量流量メータ（MFM）として、較正されたガスの質量流
量を測定します。
•	 装置は、質量流量コントローラ（MFC）として、較正されたガスの質
量流量を測定および制御します。MFMに対し、MFCには調節バル
ブが含まれています。各ガスは、乾燥して純度の高い状態でとなっ
ている必要があります。
装置とのデジタル通信（基準値や実際値の送信など）は、CANopen*
またはbüS**を介して行われます。

* 		CANopen―オートメーション技術で装置のネットワーク
に使用されるCAN（Controller	Area	Network）に基づくフ
ィールドバス。

** 	 	büS―追加機能を備えたCANopenに基づくフィールド
バス。

5.3 MFM（質量流量メータ）の機能性
MFMには、質量流量を測定するセンサーが組み込まれています。測
定値は、デジタル出力（フィールドバス）を介して外部装置に送信さ
れます。

日本語
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装置の説明
タイプ 8741/8742

5.4 MFC（質量流量コントローラ）の機能性
構造：
•	 質量流量の測定は、センサーによって行われます
•	 質量流量を制御するために、MFCには電子回路と高感度の低摩擦
比例バルブが搭載されています。

注記！

不純物による誤動作。
MFCが問題なく機能するためには、プロセス流体の汚染除去用と
して装置の前にフィルターを取り付ける必要があります。	
6.4.1	動作流体の品質の章を参照してください。

機能性：
センサーは質量流量を測定し、測定値を内蔵された電子回路に転送
します。電子回路は、測定された実際値（x）を指定された基準値（w）
と比較し、比例バルブに送信される基準変数（y）を計算し、その開度
を制御します。
質量流量は、一定値を使用して安定に維持されるか、事前定義された
プロファイルに基づき変更されます。
制御は、汚れた入力フィルターによって引き起こされる圧力変動にも
フロー抵抗の増加にも影響されません。
整定時間は、比例バルブの短い応答時間とセンサーのダイナミクス
によって決まります。
質量流量の測定値は、デジタル出力（フィールドバス）を介して外部
装置に送信されます。

動的または滑らかな実際値出力信号を得るために、出力信
号のダンピングをソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」で
変更できます。12.3の章を参照してください。

機能図：

w
xout

y

x

xd=w-x
電子回路

センサー 比例バルブ

流
体
入
口

流
体
出
口

図	3：	 MFC（質量流量コントローラ）の機能図

5.4.1 MFCの電気回路
電子回路は、	
•	 質量流量の実際値を指定された基準値と比較し、	
•	 比例バルブの開度を制御します。

日本語
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装置の説明
タイプ 8741/8742

基準値
基準値（w）は、フィールドバスインターフェースを介してデジタルで
送信されます。
質量流量の急変が許容されないシステムを制御する場合には、ラン
プ機能をアクティブにすることができます。これを使用して、上昇およ
び下降する基準値用のパラメーターを個別に制御できます。

制御パラメータ
制御パラメータは工場出荷時にプリセットされています。
ゲイン係数：
コントローラは、コミッショニング時から制御回路の特性に依存する
ゲイン係数で動作します。AUTOTUNE機能を実行すると、ゲイン係数
が自動的に決定されます。制御パラメータは、AUTOTUNE機能を介し
てシステムの条件に合わせて最適に調整されます。
動的な制御パラメータ：
装置の制御回路のダイナミクスは、ゲイン係数（Kp）とリセット時間（Tn）
の2つのパラメータに影響されます。動的制御パラメータは、ソフトウ
ェア「Bürkertコミュニケーター」で調整できます（第12.3	Bürkertコミ
ュニケーター（PCソフトウェア）章を参照）。
極値は以下の通りです。
	 1.	オーバーシュートのおそれがある非常に高速な制御。コントローラ
はわずかな偏差にも反応します。そのため、制御は非常に強い変
動を引き起こすおそれがあります。

	 2.	緩慢な制御。	
それほど動的でないアプリケーションでは、コントローラの挙動
が抑制される可能性があります。その後、測定値または基準値の
非常に小さな変化に対しゆっくりと反応します。

ゼロ点シャットオフ：
バルブの密閉機能を保証するために、ゼロ点シャットオフが内蔵され
ています。以下の条件が同時に発生した場合にアクティブになります
	 1.	基準値：公称流量Qnomの<2%（測定スパン1:50）
	 2.	測定値：公称流量Qnomの<2%（測定範囲1:50）

ゼロ点スイッチオフがアクティブな場合、PWM信号は0%に
設定され、バルブは完全に閉じられます。

5.4.2 MFCの電磁バルブ

注記！

比例バルブの密閉機能は、ハードシール材では保証されません。
指定された圧力範囲内で使用されると、質量流量を調整するMFC
で使用される比例バルブも密閉機能を実行します。
例外：	
バルブサイズ0.05	mmや0.1	mmのように、弁座シーリングが特殊
なハードシーリング材（PCTFEなど）で作られている場合、比例バル
ブのリーク率は、ソフト弁座シーリング（FKMやEPDMなど）を持つ
装置と比較して異なる場合があります。	
いずれの場合も、リーク率は最大1	Nml/min（エア）です。	
より高い気密性を実現することは可能ですが、標準仕様ではない
ため、お問合せいただく必要があります。

MFCで使用される比例バルブは、直動式の無電流接続電磁バルブで
す。電磁バルブの呼び径は、必要な公称流量Qnom、プロセスの圧力
条件、動作流体の密度によって異なります。

日本語
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テクニカルデータ
タイプ 8741/8742

5.5 装置に搭載されたセンサーの機能方式
装置に内蔵されたセンサーは、熱測定原理（風速または熱量）に基づ
き質量流量を測定します。これは、主に熱抵抗および温度センサーで
構成されます。装置を通って流れる動作流体は、両抵抗間で測定され
た温度差を変化させます。
MFCは、対象となるアプリケーションの圧力および温度変化とはほぼ
無関係に、熱測定に基づき必要な質量流量を制御できます。

6 テクニカルデータ

6.1 適合性
本装置は、EU適合宣言に基づいたEU指令に準拠しています（該当す
る場合）。

6.2 規格
指令への適合性を証明するために適用される基準は、EU型の検査
証明書および/あるいはEU適合宣言書で確認することができます	
（該当する場合）。

6.3 認可
装置タイプ	8742の仕様は、ゾーン2で使用するカテゴリ3GDのATEX
指令	94/9/ECに従って承認されています。

爆発危険領域での仕様に関する注意事項を遵守してくだ
さい（ATEX補足説明書はcountry.burkert.comから入手
可能）。

6.4 動作条件
警告！

屋外使用での誤動作による負傷の危険！
	▶ 野外での使用は避けてください。

日本語
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テクニカルデータ
タイプ 8741/8742

ATEX認可付き特定の動作条件：タイプ	8742用ATEX補足説明書を
参照。
許容温度
	 周囲温度：	 	 	 −10〜+50	°C
	 媒体温度：	 	 	 −10〜+70	°C	
	 	 酸素の場合：	 	 −10〜+60	°C
許容湿度：		 	 	 <95%、結露なきこと
保護等級：		 	 	 	タイプ	8741：IP20	

タイプ	8742：IP65	1）+IP67	1）	
（正しく配線され、チューブコネクタが差し
込まれ、しっかりと締め付けられている装置
のみ）

動作圧力：	 	 	 	 	最大10	bar（比例バルブの呼び径による）

警告！

圧力および流体の漏れによる負傷の危険！
重要な装置固有のデータは、銘板と較正プレートに表示されてい
ます。
	▶ 装置は、指定された動作流体にのみ使用してください。
	▶ 指定された較正圧力を超えないようにしてください。

1）IP65およびIP67はUL	61010に基づくものはなく、Bürkertがテストしたもの
です。

6.4.1 動作流体の品質
要求される測定または制御の精度、および安全要件を満たすため
に、ガスまたはガス混合物は、ISO	8573-1規格（圧縮空気—第1部：
不純物および清浄度クラス）に従って、以下の品質基準を満たす必
要があります。
粒子の最大サイズ：	 クラス	2：	 1	µm
粒子の最大密度：		 クラス	2：	 1	mg/m³	
圧力下の最大露点：	 クラス	4：	 3	°C
最大油分量		 	 	 クラス	1：	 0.01	mg/m³
詳細については、ISO	8573-1を参照。

その他の危険性のあるガスについては、お問い合わせください。通常
の動作条件下では、装置がガスを放出することはありません。

6.5 機械データ
寸法：	 	 	 	 	 データシートを参照

重量：	 	 	 	 	 データシートを参照

素材：	 	 	
	 基本ブロック：	 	 アルミニウムまたはステンレス鋼	1.4305

	 ハウジング：		 	 	タイプ	8741：ポリカーボネート（PC）	
タイプ	8742：	鋳造アルミニウム、塗装済み

	 シール材：	 	 	 銘板を参照

	 	比例バルブの	
その他の接液部：	 1.4310	1.4113	1.4305

日本語
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テクニカルデータ
タイプ 8741/8742

6.6 流体データ

較正流体 動作流体またはエア
N2を基準とする	
質量流量範囲（IN/min）

0.01〜80

測定精度 測定値の±0.8%
最終値の±0.3%
（1分間のウォームアップ後）

測定スパン/制御範囲 1:50**	
**	ご要望に応じてより広い測定範囲が
可能です。	
再現性：最終値の±0.1%

動作流体 	銘板を参照	
（DIN	ISO	8573-1の準拠した品質クラ
ス、第6.4.1章を参照）。

*	動作流体が較正流体と異なる場合、実際の測定精度がデータシートで指定
された値と異なる場合があります。天然ガスが動作流体として使用される場
合、測定精度は天然ガスの組成に依存し、産地や季節によっても変化する可
能性があります。

6.6.1 圧力損失図
この図は通気時の圧縮空気損失の例を示しています。	
図の2つの圧縮空気曲線は、設計/装置仕様の例です。
•	 ¼インチのライン接続部および
•	 装置下側のフランジ接続（ブロックマウントに適しています）。

0
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20
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40
50
60
70
80
90

100
110
120
130

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80
Q [lN/min]

∆p [mbar]

フラ
ンジ

1/4"

図	4：	 圧力損失図（空気基準）、250	µm	入力フィルタ、MFM仕様

その他の作動ガスの場合、圧力低下	 pair	は流量	Qair	に基づきグラ
フから読み取られます。作動ガスの同じ流量	Qgas=Qair	とするため
に、圧力低下は式を使用して推定できます。

ρ
ρエア

エア

ルートの下には、DIN	1343に準拠した標準状態
（PN=1,013.25	mbar、TN=273.15	K）での作動ガスとエアの密度が表
示されています。

日本語
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テクニカルデータ
タイプ 8741/8742

6.7 電力データ
動作電圧	
	 MFC：	 	 	 	 	 	24	V	DC±10%；	

残留リップル<2%
	 MFM：	 	 	 	 	 24	V	DC±10%
最大消費電力：	
	 MFM	：	 	 	 	 	 <1	W
	 MFC：	 	 	 	 	 	使用される比例バルブに依存、以下の章

の銘板を参照。	6.8.2
通信インターフェース：	 büSまたはCANopen

LED：	 	 	 	 	 	 	1	LED		
（NAMUR	NE	107に対応）*

電気接続：		 	 	 	 	タイプ	8741：接続クランプ	4ピン、グリッド	
5.08	mm	
タイプ	8742：接続の割り当て、M12プラグ	
5ピン、Aコード

*	 	NAMUR推奨（NE）107：フィールド装置の自己監視と診断。
	 	測定および制御技術の標準化ワーキンググループ（NAMUR）は、プロセス
産業の自動化技術を利用するユーザーを対象とした国際的な協会です。

6.8 ラベル
警告！

圧力および流体の漏れによる負傷の危険！
重要な装置固有のデータは、銘板と較正プレートに表示されてい
ます。
	▶ 装置は、指定された動作流体にのみ使用してください。
	▶ 指定された較正圧力を超えないようにしてください。

6.8.1 較正プレート

装置の型番号

較正流体

較正圧力

装置の注文番号

設置位置

較正日

図	5：	 較正プレートの説明

日本語
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テクニカルデータ
タイプ 8741/8742

6.8.2 標準銘板

8741  24V ...   9W [5,5W]
IP20 NEC Class 2 only
5,0   Nl/min   Air
10,0 Nl/min   Air
büS/CANopen
GR:1  KL:A   Ta=-10°C..+50°C
S/N 1000   W41ME  PS=100barg  EPDM
00******

1 2 3

4

5
6

7810

11

9

12
13
14
15
16

1.	 装置の型番号
2.	 供給電圧、直流電流
3.	 UL	61010-1	に準拠した消費電力［標準消費電力	1）］
4.	 警告記号：付属の取扱説明書を遵守してください
5.	 周囲温度
6.	 シール材
7.	 破裂圧力
8.	 製造コード
9.	 DVGWに基づくバルブクラス	2）

10.	装置の注文番号

1）条件：23	°Cの周囲温度、100%の公称流量、30分の制御モード
2）	DVGW=ドイツガス水道技術協会

11.	シリアル番号
12.	装置カテゴリ
13.	通信インターフェース
14.	公称流量（Qnom）、ユニットおよび動作流体	ガス	2
15.	公称流量（Qnom）、ユニットおよび動作流体	ガス	1
16.	保護等級
図	6：	 銘板の説明

6.8.3 追加のラベル
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適合性マーク

認可

図	7：	 追加のラベルについての説明

製品の古いラベルの説明については、	
country.burkert.comの補足を参照してください。
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取付
タイプ 8741/8742

装置の取付手順：
1. 機械関連の設置作業	

	設置位置に注意してください！
2.流体システムの取付
3. フィールドバスの設定

フィールドバスは工場出荷時にプリセットされています。	
この設定の変更は、電気関連の取付の前に行うようにしてく
ださい。フィールドバスの設定用スイッチは、電気関連の取
付後はアクセスが困難になります。

3. 電気関連の取付	
電源の電力が十分であることを確認してください！

7.2 取付け前
	→流体接続部の取付け前に、システムのラインと流体を運ぶコン
ポーネントから不純物をすべて取り除いてください。
	→適切なフィルター（メッシュサイズ	≤	25	µm）を装置の前に取り付
け、動作流体の清浄度を維持してください。

7.3 機械関連の設置
較正プレートまたは較正プロトコルで指定された設置位置に注意し
てください。

7 取付
7.1 安全注意事項

危険

設備/装置における高い圧力による怪我の危険。
	▶ システムまたは装置での作業に先立ち、圧力を抜き、配管のエ
ア抜き/排出を行ってください。

感電による負傷の危険。
	▶ システムまたは装置での作業に先立ち、電圧のスイッチを切り、
再度オンにならないようロックします。
	▶ 現行の電気装置に関する事故防止・安全規則を遵守してくだ
さい。

流体の漏れによる負傷の危険。
	▶ 現行の使用する動作流体に関する事故防止・安全規則に留意
します。

警告！

不適切な取付による怪我の危険！
	▶ 設置は訓練を受けた専門技術者が適切な工具を使用してのみ
行うことができます！
	▶ システムが意図せず作動しないよう保護してください。
	▶ 設置後に再始動を制御してください。

日本語
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取付
タイプ 8741/8742

7.4 流体システムの取付

危険

設備/装置における高い圧力による怪我の危険。
	▶ システムまたは装置での作業に先立ち、圧力を抜き、配管のエ
ア抜き/排出を行ってください。

流体接続部は、最大質量流量に基づき選択します。流入距離は必要
ありません。
ご要望に応じて、装置をすぐに使用可能にする流体接続部を提供で
きます。

警告！

漏れによる危険！
低流量で高圧の場合、誤った投与や動作流体の漏れを防ぐため
に、システムの密度に特別な注意を払う必要があります。
確実にシールするために
	▶ パイプ接続部を力がかかっていない状態で取り付けます。
	▶ 絶対的密度のためにクランプリング接続を使用してください。
	▶ 適切な直径で表面が滑らかな配管のみを使用してください。

手順：
流体接続は、装置前面の例で説明されていますが、これは、装置背面
の接続にも適用されます。

	→配管を直角にカットし［1］、バリを取り除きます［2］。

1 2

図	8：	 配管をカットしてバリを取り除く

	→接続開口部を閉じている保護キャップを取り外します。
	→ユニオンナット［A］とクランプリングを順に配管に押し込みます。

A

クランプリ
ング B

C

図	9：	 ユニオンナットとクランプリングを配管に押し込む

日本語
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取付
タイプ 8741/8742

	→シールリング［C］を取り付け、接続ねじ［B］を装置にねじ込みます
（締め付けトルク25〜28	Nm）。

C B

図	10：	 シールリングを取り付け、接続ねじをねじ込む

	→ラインを押し込み、ユニオンナット［A］を手で締めます。

A
図	11：	 ラインを押し込み、ユニオンナットを締める

	→ユニオンナットをオープンエンドレンチで締め付け、接続部を気
密状態にします（締め付けトルク25〜28	Nm）。

図	12：	 ユニオンナットを締める

次に、装置の背面で同様に流体接続を行います。

日本語
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取付
タイプ 8741/8742

7.5 タイプ 8742の衝撃保護カバーおよびブライン
ドプラグの取付けおよび取外し

衝撃保護カバーは、爆発危険領域での使用を想定して設計されてい
ます。装置を爆発危険領域以外で使用する場合は、衝撃保護カバー
を使用しなくてもかまいません。
電気関連の取付には、衝撃保護カバーを取り外す必要があります。フ
ィールドバスの変更やコンフィグレーションメモリの交換時には、ブ
ラインドプラグも取り外す必要があります。

手順：
	→ 2本の固定ネジを緩めます。
	→衝撃保護カバーを取り外します。
	→適切なツール（ドライバーなど）を用いて、ブラインドプラグを反
時計回りに回して緩めます。
	→フィールドバスを設定するか（第7.6章を参照）、コンフィグレーシ
ョンメモリを交換します（第9.5.1章を参照）。
	→工具（ドライバーなど）を用いて、ブラインドプラグを時計回りに
ねじ込みます（締め付けトルクは0.6〜0.8	Nm（0.44〜0.59ポンド
フィート）。
	→電気関連の接続を行います（第7.7章を参照）。
	→衝撃保護カバーを取り付けます。衝撃保護カバーの固定フック
は、ハウジングのくぼみに嵌るようにしてください。

固定ネジ（M3六
角穴付きねじ）	

衝撃保護カバー

固定フック

図	13：	 衝撃保護カバーを取り付けます

	→固定ネジを締め付けます（締め付けトルク0.8〜1	Nm（0.59
〜0.74ポンドフィート））。

7.6 フィールドバス設定
フィールドバスは標準でbüSまたはCANopenを選択可能です。

フィールドバスは工場出荷時にプリセットされています。	
この設定の変更は、電気関連の取付の前に行うようにしてく
ださい。フィールドバスの設定用スイッチは、電気関連の取
付後はアクセスが困難になります。

日本語
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取付
タイプ 8741/8742

7.6.1 タイプ 8741でのフィールドバス設定
タイプ	8741のフィールドバスを設定するためのスイッチは装置上
部にあります。

図	14：	 フィールドバス設定用スイッチ、タイプ	8741

設定されたフィールドバスは、再起動後に装置に適用され
ます。

ソフトウェアバージョン A を搭載した装置。14.00.00
ソフトウェアバージョン	A	以降を搭載した装置。14.00.00、デジタル
通信タイプ（büSまたはCANopen）選択用スイッチを使用できなくな
りました。デジタル通信を選択するには、ソフトウェア「Bürkertコミュ
ニケーター」を使用します。
標準で設定されている操作モードはユーザー固有です。
デジタル通信の可能な操作モードはbüSまたはCANopenです。
デジタル通信の操作モードを変更するには、以下の手順に従い
ます。
	→装置を選択します。

	→メニュー	一般設定	 	パラメータ	 	büS	 	拡張	
	バスモードに進みます。

	→デジタル通信の操作モードを選択します。
	→装置を再起動します。
	フィールドバスの操作モードが変更されます。
フィールドバスの操作モードがbüSの場合、CANopenステータス

は作動準備完了に設定され、PDOはbüSに送信されます。
フィールドバスの操作モードがCANopenの場合、CANopenステ

ータスは事前作動に設定されます（CANopenネットワークのマスタ
ーが製品を作動準備完了に切り替えるまで）。

7.6.2 タイプ 8742でのフィールドバス設定
タイプ	8742のフィールドバスを設定するためのスイッチは装置内
部にあります。
内部にアクセスするために、衝撃保護カバーとブラインドプラグを取
り外す必要があります（第7.5章の衝撃保護カバーの取付けおよび
取外しを参照）。

BÜS ↔ CAN

図	15：	 フィールドバス設定用スイッチ、タイプ	8742

日本語



22

取付
タイプ 8741/8742

設定されたフィールドバスは、再起動後に装置に適用され
ます。

ソフトウェアバージョン A を搭載した装置。14.00.00
ソフトウェアバージョン	A	以降を搭載した装置。14.00.00、デジタル
通信タイプ（büSまたはCANopen）選択用スイッチを使用できなくな
りました。デジタル通信を選択するには、ソフトウェア「Bürkertコミュ
ニケーター」を使用します。
標準で設定されている操作モードはユーザー固有です。
デジタル通信の可能な操作モードはbüSまたはCANopenです。
デジタル通信の操作モードを変更するには、以下の手順に従いま
す。
	→装置を選択します。
	→メニュー	一般設定	 	パラメータ		 	büS	 	拡張	

	バスモードに進みます。
	→デジタル通信の操作モードを選択します。
	→装置を再起動します。
	フィールドバスの操作モードが変更されます。
フィールドバスの操作モードがbüSの場合、CANopenステータス

は作動準備完了に設定され、PDOはbüSに送信されます。
フィールドバスの操作モードがCANopenの場合、CANopenステ

ータスは事前作動に設定されます（CANopenネットワークのマスタ
ーが製品を作動準備完了に切り替えるまで）。

7.7 電気関連の取付（配線）
危険

感電による負傷の危険。
	▶ システムまたは装置での作業に先立ち、電圧のスイッチを切り、
再度オンにならないようロックします。
	▶ 現行の電気装置に関する事故防止・安全規則を遵守してくだ
さい。

注記！

装置が正しく機能するための前提条件！
	▶ 十分な電力のある電源を使用してください。
	▶ 動作電圧の残留リップルの最大許容値を遵守してください（残
留リップル<2%）。
	▶ 必ず編組またはフォイルシールド付きのシールドケーブルを使
用してください。

注記！

UL認可バージョンは、以下のいずれかの方法で供給される必要が
あります。
	▶ UL/IEC	61010-1に基づく「エネルギー制限付き電源回路」（LEC）
	▶ UL/IEC	60950に基づく「出力制限付き電源」（LPS）
	▶ UL認可済み過電流保護付きSELV/PELV、UL/IEC	61010-1に準拠
した設計、表18（例：ブロック	PM-0124-020-0）
	▶ NECアダプタ（クラス	2）

日本語
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取付
タイプ 8741/8742

7.7.1 電力供給と通信ラインを接続、タイプ 8741
電気接続の割り当て：

1 2 3 4
ねじクランプ 4ピン
ピン	 ピン割り当て
1 DGND
2 CAN_L
3 CAN_H

4 24	V

図	16：	 接続の割り当て、ねじクランプ	4ピン

手順：
	→装置のフラップカバーを開きます。	
フラップカバーの内側には、記号が刻印されており、ケーブル接
続の割り当て用ストッパとしてのバーがあります。

絶縁シース

編組
ケーブルシールド

バー

図	17：	 電気接続用ケーブル割り当て

ケーブルの割り当て：（図	17を参照）
	→絶縁シースを約25	mm分取り除きます。
	→ケーブルシールドを必要な長さに切断します（フラップカバーの
内側に刻印されている記号を参照）。
	→ケーブルシールドを絶縁シースの上に折り返します。
	→接続の割り当てに従って、編組をチューブコネクタのねじ端子に
接続します。
	→ストレインリリーフのために、ケーブルをケーブルタイで装置ハ
ウジングに固定します。

ケーブルタイ固定用
のくぼみ

ケーブルタイ

チューブコネクタ

図	18：	 ケーブルタイによるストレインリリーフでクランプされた
ケーブル
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7.7.2 電源ケーブルと通信ケーブルの接続（タイプ 8742）
電気接続の割り当て：

1

2

3

45

コーデ
ィング	
ノーズ

M12スレッドがFEと接続されています

M12プラグ、5ピン
ピン	 ピン割り当て

1 ケーブルシー
ルド

2 24	V
3 DGND
4 CAN_H

5 CAN_L

図	19：	 接続の割り当て、M12プラグ、5ピン、Aコード

手順：
	→衝撃保護カバーを取り外します（第7.5章の衝撃保護カバーの取
付けおよび取外しの章を参照）。
	→ ATEX仕様では、M12封止キャップを取り外します。
	→M12ソケットをねじ込みます（0.4〜0.8	Nm、または	0.29〜0.59ポ
ンドフィート：M12ソケットのメーカーが提供する情報を参照）。

M12ソケット、5ピン

図	20：	 M12ソケットのねじ込み

	→衝撃保護カバーを取り付けます（第7.5章を参照）。

7.8 機能アースを接続する
警告！

静電気放電による火災や発火の危険！
装置の静電気放電が発生すると、可燃性ガスの蒸気が発火するお
それがあります。
	▶ 静電気放電の発生を防ぐため、大きな断面を持つ短いケーブルで
ハウジングと機能アース（FE）を接続してください。

警告！

電磁場による危険！
機能アース（FE）が接続されていない場合、EMC法の条件は満たさ
れません。

 ▶ 大きな	断面を持つ	短い	ケーブルを使用して、ハウジングを機能
アース（FE）に接続します。

日本語
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タイプ	8741を接地するための2本のねじがあり、オプションとして
機能接地に使用できます（M3の締め付けトルク：0.6〜0.8	Nm（0.44
〜0.59ポンドフィート）、M4の場合：1.8〜2	Nm（1.33〜1.47ポンドフ
ィート））。

機能接地	
接続部：	

	
M3ねじ
M4ねじ

タイプ 8741 タイプ 8742

図	21：	 機能アースFEの接続オプション

7.9 ケーブルシールドの接続
M3ねじへのケーブルシールドの接続：

注記！

装置が正しく機能するための前提条件！
ケーブルシールドは、ネットワークの最も外側の2つの装置で機能
接地	FE	に接続する必要があります。
3	mを超えるスタブラインでメインラインに接続されている装置も、
ケーブルシールドを使用する必要があります。

タイプ 8741の場合：
	→ケーブルシールドを絶縁シースの上に折り返す代わりに、ケーブ
ルシールドから編組とします。
	→編組を機能アースのM3ねじに直接接続するか、ケーブルラグを使
用して機能接地に接続します。

ケーブルシールド
フォークケーブルラグ

FE FE

図	22：	 ケーブルシールドの接続
タイプ 8742の場合：
	→ケーブルシールドをM12のピン1を介して接続します。
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8 コミッショニング

8.1 安全注意事項

警告！

不適切な使用による怪我の危険！
不適切な操作は、怪我、装置およびその周辺に損傷を与える可能
性があります。
	▶ コミッショニングの前に、取扱説明書の内容についてオペレー
タが認識し、完全に理解していることを確認してください。
	▶ 安全注意事項と適切な使用を遵守してください。
	▶ 十分な研修を受けていないスタッフは設備/装置の操作を行う
ことが認められていません。

コミッショニングの作業手順：
	→ 1.	動作流体でラインを加圧します。
	→ 2.	較正圧力で動作流体でラインを洗い流し、完全にエア抜きし
ます。	
	→ 3.	AUTOTUNE機能を実行します。	
動作流体が較正流体に対応していない場合、または圧力条
件が変更された場合にのみ必要です。（30ページの9.6.1	
AUTOTUNE（オートチューン）機能章を参照）。
	→ 3.	通常の運転

9 操作および機能

9.1 安全注意事項

警告！

不適切な操作による危険！
不適切な操作は、怪我、装置およびその周辺に損傷を与える可能
性があります。
	▶ オペレータは取扱説明書の内容をよく知り、理解している必要
があります。
	▶ 安全注意事項と適切な使用を遵守してください。
	▶ 十分な研修を受けたスタッフのみ設備/装置の操作を行うこと
ができます。

装置の操作は、フィールドバス通信を用いて行われます。
ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」を用いることで、通信インター
フェースを介してPCに接続できます。
装置ステータスを表示するために、NAMUR	NE	107に従ってカラーと
ステータスを変更するLEDがあります。

9.2 ノーマル管理モード
動作電圧の印加後、装置は短い初期化段階を経て動作状態「自動」
に切り替わります。
質量流量は、フィールドバスによって指定された基準値を介して制
御されます。
制御パラメータの設定は、基準値の変更が可能な限り迅速に著しい
オーバーシュートが発生しないように補正されます。
質量流量の測定値は、フィールドバスの通信インターフェースを介し
て利用可能になります。

日本語
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9.3 装置ステータス用LED
装置ステータスを表示するために、NAMUR	NE	107に従ってカラーと
ステータスを変更するLEDがあります。
複数の装置ステータスが同時に存在する場合は、最も優先度の高い
装置ステータスが表示されます。

表示される装置ステータスの詳細は、第35ページの11.1	
装置ステータスの表示章を参照してください。

以下の表は、ソフトウェアバージョン	A.08から適用されます。これ
は、NAMUR	NE	107に対応しています。

NE 107
に基づく
表示

説明 意味

赤 故障、エラーま
たは障害

装置またはその周辺の故障により、測定値
（MFMの場合）が無効になったり、制御モード
（MFCの場合）ができません。

オレンジ 機能確認 本装置で作業を行っているため、測定値
（MFMの場合）や制御モード（MFCの場合）
が一時的に無効になります。

黄 仕様外 装置の環境条件またはプロセス条件が指定
範囲外です。
装置内診断は、装置またはプロセスプロパテ
ィの問題を示します。

NE 107
に基づく
表示

説明 意味

青 メンテナンス
が必要

装置はまだ測定モード（MFMの場合）または
制御モード（MFCの場合）になっています。機
能はまもなく制限されます。
	→必要なメンテナンス作業を行います。

緑 診断がアクテ
ィブ

装置にエラーが発生していません。
ステータスの変更は色で表示されます。
メッセージは、メッセージリストおよび必要に
応じて接続されたフィールドバスを介して送
信されます。

白 診断が非アク
ティブ

装置がオンになっています。
ステータスの状態は表示されません。
メッセージはメッセージリストにリストされて
いないか、または接続されているフィールド
バス経由で送信されます。

表	1：	 ステータスLED表示の説明

9.3.1 装置ステータスに関するLEDのフラッシュ
点滅は、PCソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」への接続が確立
されたことを示します。

9.4 フィールドバス設定
	→ 7.6の章を参照してください。

日本語



28

操作および機能
タイプ 8741/8742

9.5 交換可能なコンフィギュレーションメモリ
装置には、固有のデータを格納した交換可能なコンフィギュレーショ
ンメモリが搭載されています。
出荷時には、コンフィギュレーションメモリが装置に差し込まれてい
ます。
コンフィギュレーションメモリを介して、同じID番号の装置の固有デー
タを交換することができます。たとえば、不具合のある装置のデータを
新しい装置に転送する場合などです。
たとえば、装置のボーレート、アドレス、および/または測定ポイントの
名称は、コンフィギュレーションメモリに保存されています。
再起動時に、挿入されたコンフィグレーションメモリに装置固有のデ
ータがある場合、装置はこのデータを適用します。
ただし、コンフィギュレーションメモリーに装置固有のデータがない
場合は、装置が独自にデータを保存します。

保存されているデータのリストは、EDSファイルのヘルプ
（country.burkert.comからダウンロード）に記載されてい
ます。

注記！

装置に標準のコンフィグレーションメモリを使用することはできま
せん。タイプ	8741/8742のコンフィグレーションメモリは、最寄り
のBürkert営業所から入手できます。	
12.1	電気アクセサリの章を参照してください。

9.5.1 コンフィギュレーションメモリの交換

•	 タイプ	8742のコンフィグレーションメモリを交換する前
に、ブラインドプラグを取り外します（第7.5章を参照）。
•	 コンフィギュレーションメモリが挿入される方向に注意し
てください（図	23を参照）。

ブラインドプラグ

タイプ	8741 タイプ	8742

図	23：	 コンフィギュレーションメモリの挿入方向

日本語
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	→図	24に示すように、コンフィグレーションメモリを装置に挿入し
ます。

    

フラットノー
ズプライヤー

コンフィギュレー
ションメモリ
接触スプリング

コンフィギュレーション
メモリ用ホルダー

基板

1.	 コンフィグレーションメモ
リを先が平坦なプライヤ
でつかみます。

2.	 コンフィグレーションメモ
リを斜めに挿入します。

3.	 スプリング接点の反力
に打ち勝つよう圧力を加
えます

4.	 スプリングの力に打ち勝
った後、コンフィグレーシ
ョンメモリを垂直に挿入
します。

断面図：装置内のコンフィグレーションメモリ

タイプ	8741 タイプ	8742

図	24：	 コンフィギュレーションメモリの交換
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9.6 機能

9.6.1 AUTOTUNE（オートチューン）機能
MFCの制御パラメータを最適化するための機能。

MFCに対しては、AUTOTUNE機能は工場で実行されます。こ
れは、動作圧力下で、較正プロトコルで指定された較正流体
を用いて行われます。	
通常は、この機能を再度実行する必要はありません。
ただし、以下の場合、AUTOTUNE機能を再度実行する必要
があります。
•	 システム内の圧力条件が変化しました。
•	 動作流体は較正流体に対応していません。

説明：
AUTOTUNE機能は、システムの状態に応じて、装置の制御パラメータ
を計算し、最適化します。
比例バルブは、事前定義されたスキームに従ってアクティブになり、
質量流量はそれによって変化します。その後、特定の制御パラメータ
がローカルの条件に合わせて調整されます。最適化はオーバーシュー
トなしでのできる限り短い設定時間の基準にしたがって行われます。

警告！

ガスの流れによる危険！
AUTOTUNE機能の実行中、公称流量よりも高いガス流量が発生す
ることがあります。
	▶ AUTOTUNEを実行する前に、ガス流量の増加が危険な状態を
引き起こすおそれがあるかどうかを確認し、適切な安全対策を
講じてください。

AUTOTUNE機能の実行中：
	→MFCへの電力供給を中断しないでください。
	→供給圧力を一定に保ちます。

AUTOTUNE機能は、フィールドバスを介して作動します。

•	 AUTOTUNE機能の実行中、LEDの色が変わります（第	章の35ペ
ージの11.1	装置ステータスの表示ページを参照）。
•	 MFCによるフロー制御が機能していません。
•	 AUTOTUNE機能が完了すると、装置は以前の動作状態に戻ります。
•	 AUTOTUNE機能が正常に実行された後、最適化された制御パラメ
ータが装置の読み取り専用メモリに転送されます。
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9.6.2 büSネットワーク内で、他のフィールドバスパティシパ
ントのプロセス値を処理します

装置は、büSネットワーク内の他のbüSパティシパントのプロセス値を
受信し		、処理できます。
たとえば、別のbüSパティシパントがMFCの基準値を指定したり、MFC/
MFMがそのプロセス値を他のbüSパティシパントに送信したりでき
ます。このようにして、別の装置が現在の実際値を受け取ることがで
きます。
この機能を設定するには、ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」が
必要です（第12.3章「PCソフトウェア」を参照）。

構成の手順は、ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」の装
置固有のヘルプに記載されています（対応する取扱説明書
を参照）。

9.6.3 基準値源の指定
MFCには、さまざまな情報源からの基準値を制御用として指定でき
ます。
作動中、基準値源を切り替えることができます。
基準値源の切り替えは、	
•	 ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」の設定によって（第12.3	
Bürkertコミュニケーター（PCソフトウェア）章を参照）または	
•	 EDSオンジェクトの変更によって行われます。

通常、基準値源の設定は、再起動後も保持されます。ただし、
装置でシステム分析機能が実行された場合はそうではあり
ません。

自動機能：
基準値源として自動が選択されている場合、CANopenまたはbüSフ
ィールドバスを介して指定される標準基準値が使用されます。この
標準基準値は、他のフィールドバスパティシパントが変更できます。
異なるフィールドバスパティシパントが同時に装置に基準値を与えた
場合、常に最新の値が制御に使用されます。
手動基準値機能：
基準値の手動指定は動作状態「自動」での標準基準値とは無関係に
使用されます。
これにより、テスト目的での基準値指定またはディスプレイを介した
指定が、他のフィールドバスパティシパントによって上書きされない
ようにします。
保存された基準値機能：
この機能を使用すると、固定基準値を保存することができます。制御に
使用されるこの固定基準値は、装置が再起動されても保持されます。
管理モード機能：
この機能を使用すると、比例バルブのデューティサイクルを直接指
定できます。この機能がアクティブになると、現在のデューティサイク
ルが使用されます。
装置を再起動すると、デューティサイクルはゼロに設定されます。
システム分析機能：
システム分析機能が実行されると、装置は動作状態「自動」で通常の
管理モードとして作動します。
その際、基準値を含む定義済みの時系列シーケンスが指定されま
す。ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」を介したプロセス値のグ
ラフィック表現と組み合わせて、結果のグラフを使用してシステムの
分析の使用します。
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9.6.4 ユーザー定義の較正
装置は必ずメーカーによる較正を行ってからお届けします。
ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」を使用すると、この較正に基
づきユーザー定義の較正を行うことができます。この際、最大32の較
正ポイントを指定できます。

ユーザー定義の較正の手順は、ソフトウェア「Bürkertコミュ
ニケーター」の装置固有のヘルプに記載されています（対応
する取扱説明書を参照）。

9.6.5 周期的なデータのアップデート
周期的なデータは、特定のサイクル時間で装置によってアップデート
されます。サイクル時間は、プロセス値がどの周期でアップデートさ
れるかを指定します。
100ミリ秒のサイクル時間の意味：	
新しいプロセス値は、100ミリ秒間隔でフィールドバスを介して利用
可能になります。
高速プロセスの場合、周期的なデータのサイクル時間を10ミリ秒ま
で短縮できます。
装置の再起動後、サイクル時間は標準時間に設定されます。

多数のフィールドバスパティシパントを持つフィールドバス
ネットワークの場合、サイクル時間が短いと、すべてのフィー
ルドバスパティシパントからのデータ送信が制限されるお
それがあります。
サイクル時間には、常に装置のデフォルト値を推奨します。

サイクル時間の切り替えは、	
•	 ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」の設定によって（第12.3	
Bürkertコミュニケーター（PCソフトウェア）章を参照）または	
•	 EDSオンジェクトの変更によって行われます。

サイクル時間の切り替え手順は、ソフトウェア「Bürkertコミュ
ニケーター」の装置固有のヘルプに記載されています（対応
する取扱説明書を参照）。

9.6.6 機能 洗浄モード
バルブは、非周期コマンドまたは公称流量の2倍を周期コマンドとし
て指定することにより、完全に開くことができます。

9.6.7 通信なしの基準値
MFCの基準値は、外部基準値発生器（PLCなど）と通信することなく
個別に指定できます。このようにして、たとえば、PLCとの通信が中断
された場合でも、基準値を一定に保つことができます。

この機能を使用すると、通信がない状態でも流体を流すこ
とができます。この場合、ユーザーはプロセスの安全性を確
保する必要があります。

この基準値の使用手順は、ソフトウェア「Bürkertコミュニケ
ーター」の装置固有のヘルプ（対応する取扱説明書を参照）
またはEDSファイルの文書（country.burkert.comからダウン
ロード）に記載されています。
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10 メンテナンス
装置は、ひどく汚染された動作流体を使用せず、この取扱説明書の情
報に従って使用する場合は、メンテナンスフリーです。

10.1 ひどく汚染された動作流体を使用する際のメン
テナンス

危険

設備/装置における高い圧力による怪我の危険。
	▶ システムまたは装置での作業に先立ち、圧力を抜き、配管のエ
ア抜き/排出を行ってください。

感電による負傷の危険。
	▶ システムまたは装置での作業に先立ち、電圧のスイッチを切り、
再度オンにならないようロックします。
	▶ 現行の電気装置に関する事故防止・安全規則を遵守してくだ
さい。

警告！

不適切なメンテナンス作業による負傷の危険！
	▶ メンテナンスは必ず適切な工具を使用し、訓練を受けた専門技
術者が実施してください！
	▶ システムが意図せず作動しないよう保護してください。
	▶ メンテナンス後に再始動を制御してください。

警告！

ハウジングを開ける際の誤動作や装置の故障による怪我の危険！
装置内部には、流量を調整したり、流量を測定したりするための繊
細な部品があります。	
	▶ 装置のハウジングを開かないでください。
	▶ この説明書に記載されているクリーニングおよびメンテナンス
作業のみを装置に対して実行できます。
	▶ それ以上の介入と較正は、メーカーのみが実行できます。

ひどく汚染された動作流体を使用する場合：
	→ステンレス鋼製のふるいの汚染を定期的にチェックしてくださ
い［5］。
	→必要に応じて、以下の説明に従ってステンレス鋼製のふるいを清
掃または交換します。

スペアパーツについては、第12.5	スペアパーツ章を参照し
てください。
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メンテナンス
タイプ 8741/8742

10.1.1 ステンレス鋼製のふるいを清掃する

品目 説明
1 ねじ
2 インレットフランジプレート
3 Oリング
4 Oリング
5 ステンレス鋼製のふるい

1

2

3

4
5

図	25：	 ステンレス鋼製のふるいを清掃する

	→装置を垂直に立て、検査水入口を上に向けます。
	→ 2本のねじ	［1］を緩めて、インレットフランジプレート［2］を分解
します（図	25を参照）。

	→ Oリング	［3］は装置に付いたままにしてください。
	→ピンセットでOリング［4］とステンレス鋼製のふるい［5］を取り外
します。
	→ステンレス鋼製のふるい	［5］を清掃します。	
水道水で洗わないでください！	

クリーニングには、アセトン、イソプロパノール、または圧縮空気
を使用してください。
	→クリーニング後、ステンレス鋼製のふるいを乾燥させます。
	→部品を正しい順序で取り付けます（図	25を参照）。	
ステンレス鋼製のふるい［5］の細かい面は、インレットフラン

ジプレート	［2］の方を向いている必要があります。	
インレットフランジプレートを締める前に、ステンレス鋼製のふ
るいとOリングが平らで傾いていないことを確認してください。
	→インレットフランジプレート［2］を元通りにねじ込みます。

10.2 工場でのクリーニングと再較正
運転中にセンサーが汚れたり破損したりすると、質量流量の信号が実
際の質量流量に対応しなくなる場合があります。
この場合、センサーの交換とメーカーによる再較正が必要となります。
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装置ステータス/トラブルシューティング
タイプ 8741/8742

11 装置ステータス/トラブルシューティング

11.1 装置ステータスの表示
装置ステータスを表示するために、NAMUR	NE	107に従ってカラーと
ステータスを変更するLEDがあります。
複数の装置ステータスが同時に存在する場合は、最も優先度の高い
装置ステータスが表示されます。
以下の表は、ソフトウェアバージョン	A.08から適用されます。これ
は、NAMUR	NE	107に対応しています。

A.08以前のソフトウェアバージョンで装置ステータスがどの
ように表示されるかは、country.burkert.comで関連する補
足説明書を参照してください。

NE 107に基づ
く表示

説明 処置

色なし 装置に電圧が供給されて
いません。

装置に電圧を供給します。

フラッシュ	
（すべての色
に適用）

装置は、ソフトウェア
「Bürkertコミュニケータ
ー」を使用して選択され
ました。

装置は10秒後に自動的に前の
状態に戻ります。

緑 装置は電圧が印加された
状態です。

装置は動作状態「自動」または
保存された基準値状態にあり
ます（第9.6.3章を参照）。

赤 センサーの故障。 装置のメンテナンスが必要で
す―	
メーカーにご連絡ください。

内部メモリの故障。
装置が故障しています。

NE 107に基づ
く表示

説明 処置

AUTOTUNEが不正にキャ
ンセルされました。

AUTOTUNEを再起動します。

供給電圧が誤差限界を超
えている場合、装置の破
壊を排除することはでき
ません。

装置は仕様内で運転してくだ
さい。

装置は、その他にはフィ
ールドバスパティシパン
トを見つけることができ
ません。

配線を点検します。
装置をその他のフィールドバス
パティシパントとの組み合わせ
で使用してください。

büSのみ：装置は処理す
るプロセス値を見つけら
れません。

処理するプロセス値割り当て
の確認。
割り当てられたbüSフィールド
バスパティシパントに欠陥がな
いか点検します。
割り当てられたbüSフィールド
バスパティシパントは、周期的
なデータを提供しません。

バスエラー（短絡等）。 配線を点検します。

オレンジ AUTOTUNE	がアクティブ -
較正の有効化 -
制御回路が非アクティブ
になり、バルブの基準変
数を直接指定。

-

オレンジ 手動基準値または基準値
源としての管理モード。

-
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装置ステータス/トラブルシューティング
タイプ 8741/8742

NE 107に基づ
く表示

説明 処置

システム分析機能がアク
ティブ

-

büSのみ：装置は割り当
てられたフィールドバス
パティシパントを検索し
ます。

-

büSのみ：アドレスなしの
手動構成装置

検索は数分かかることがあり
ます。

黄 媒体温度、装置温度、供
給電圧が仕様外の場合、
センサーまたは装置の破
壊を排除することはでき
ません。

装置は仕様内で運転してくだ
さい。

黄 比例バルブの基準変数
が（ほぼ）100%に達しま
した。基準値に到達でき
ません。

動作圧力を上げます（最大許容
供給圧力に注意してください）。
パイプの抵抗を確認し、必要に
応じて減らしてください。
システムの寸法を確認してく
ださい。
ラインに取り付けられているフ
ィルターを確認し、必要に応じ
て清掃します。

他のフィールドバスパテ
ィシパントは同じノード
IDを使用します。

フィールドバスパティシパン
トに個別のノードIDを割り当
てます。

青 メモリエラー。
較正曲線にエラーが発生
しました。

装置のメンテナンスが必要で
す―	
メーカーにご連絡ください。

表	2：	 装置ステータスと対策に応じたLEDカラー

11.2 トラブルシューティング

問題 考えられる原因 処置
Namur-LED	が定
期的に消灯する

電力供給が定期的に切
れ、装置が毎回リセットを
実行する。

十分な電力のある電源を
使用してください。

接続ケーブルの電圧降下
が大きすぎる。

ケーブルの断面積を増や
します。
ケーブルの長さを短くして
ください。

交換装置では、欠
陥装置からコンフ
ィギュレーション
メモリの値を引
き継ぐことはあり
ません

交換装置と故障した装置
のID番号を区別します。

同じID番号を持つ装置間
でのみ値を転送できます。

コンフィギュレーション
メモリに欠陥がありま
す—装置はコンフィギュ
レーションメモリに値を書
き込むことができません
でした。

コンフィギュレーションメ
モリを交換し（アクセサリ
を参照）、欠陥装置のパラ
メータをメモリに転送する
作業を再度行ってください
（第9.5.1	コンフィギュレ
ーションメモリの交換章を
参照）。

交換装置では、欠
陥装置からコンフ
ィギュレーション
メモリのすべての
値を引き継ぐこと
はありません

交換装置と故障した装置
のEDS装置説明が異なっ
ている。

故障した装置の既存の値
のみ交換装置に転送でき
ます。交換装置の新しい値
は、ソフトウェア「Bürkertコ
ミュニケーター」を使用し
てパラメータ化する必要
があります。
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装置ステータス/トラブルシューティング
タイプ 8741/8742

問題 考えられる原因 処置
装置が割り当て
られたbüSフィー
ルドバスパティシ
パントの値を適用
しない

転送される値が装置に適
切に割り当てられていま
せん。

装置で、ソフトウェア
「Bürkertコミュニケータ
ー」を使用して、受け入れ
られる値を割り当てます。

転送される値は、割り当て
られたbüSフィールドバス
パティシパントによって提
供されません。

割り当てられたbüSフィー
ルドバスパティシパントの
装置を確認してください。

質量流量があり
ません

基準値がゼロ点シャット
オフの制限を下回ってい
ます。

基準値を公称流量の>2%
に増やします。

装置は、ノーマル管理モー
ドではありません。9.2	ノ
ーマル管理モードの章を
参照してください。

装置が第9.6章で説明され
ている機能のいずれかを
実行するかどうかを確認
します。

ラインが大きすぎるか、ま
だ完全にエア抜きされて
いません。

ラインをエア抜きします。
ライン径を変更します。

測定値が不安定 機能アース（FE）が正しく
接続されていません。

可能な限り短いケーブル（
断面が2.5	mm²以上）で機
能アースを接続します。

コントローラは、（たとえ
ば、ポンプなどによって引
き起こされる）不安定な圧
力供給の不規則性を補正
する必要があります。

装置の上流側に適切な圧
力調整器を接続してくだ
さい。
圧力変動を和らげるため
に圧力補償容器を設置し
てください。

供給電圧の残留リップル
が高すぎます。

適切な供給電圧を使用し
てください。テクニカルデ
ータを参照してください。

問題 考えられる原因 処置
基準値は0%です
が、動作流体はま
だ流れています。

動作圧力は、比例バルブ
によってしっかりと保持さ
れている圧力を上回って
います。

動作圧力を下げてくだ
さい。
欠陥を排除するために装
置をメーカーに返送してく
ださい。

基準値が0%でバ
ルブが閉じてい
る場合、質量流量
がないにもかか
わらず、ゼロ以外
の質量流量が表
示されます

装置の設置位置が正しく
ありません。

較正プレートまたは較正
プロトコルで指定された
設置位置に装置を取り付
け、AUTOTUNE機能を実
行して動作条件に適合さ
せます。

較正時のものとは異な
る動作流体が使用され
ます。

意図した動作流体を使用
するか、装置をメーカー
に送って新しい動作流体
用に再較正を行ってもら
います。

基準値に達して
いない

入力フィルターが詰まっ
ています。

入力フィルターを清掃ま
たは交換してください。

予圧が低すぎます。 予圧を較正圧力のレベル
まで上げます。

背圧が高すぎます。 装置背面の流体接続ライ
ンが汚れていないか確認
し、必要に応じて清掃して
ください。

表	3：	 トラブルシューティング
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アクセサリ/スペアパーツ
タイプ 8741/8742

12 アクセサリ/スペアパーツ
注意！

不適切な部品による怪我の危険と物的損害！
誤ったアクセサリや不適切なスペアパーツにより、負傷ならびに装
置、およびその周囲環境への損害につながるおそれがあります。
	▶ Bürkertのオリジナルアクセサリとオリジナルスペアパーツのみ
使用してください。

12.1 電気アクセサリ

品目 注文番号
チューブコネクタ	4ピン、タイプ	8741用 565876
チューブコネクタ	4ピン、タイプ	8741用、
内蔵型終端抵抗（120	Ω）付き

566066

büSスティックセット（アダプタを含む） 772426
büSスティックセット（アダプタなし） 772551
コンフィギュレーションメモリ お問合せください
EDSファイル country.burkert.com		

からダウンロード
ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」 country.burkert.com		

からダウンロード

表	4：	 電気アクセサリ（その他アクセサリについては、装置のデー
タシートを参照してください）

組み立て済みケーブルは、要望に応じて準備できます。

12.2 流体技術アクセサリ
この装置には、DIN	ISO	228/1に準拠したネジ付きのプロセス接続プ
レートが装備されています。
装置は、アクセサリとして利用可能なスレッド接続を用いてラインに
接続できます。
•	 装置の接続側には、DIN	ISO	228/1に準拠したネジがあります。
•	 配管接続側は、さまざまな寸法でご利用いただけます。
•	 流体接続部は、用途を考慮して選択する必要があります。
•	 クランプリングまたは切削リング接続は、多くの用途に適していま
すが、代替のねじ接続も使用可能です。

12.2.1 クランプリング接続
以下のクランプリング接続は、Bürkertの装置で利用できます。

DIN ISO 228/1に準
拠したネジによる
装置接続

ライン径 素材 注文番号 シールリン
グの注文
番号

G	1/4 6	mm
ステンレ
ス鋼

901	538 901	575
G	1/4 8	mm 901	540 901	575
G	1/4 1/4" 901	551 901	579
G	1/4 3/8" 901	553 901	579

表	5：	 クランプリング接続
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アクセサリ/スペアパーツ
タイプ 8741/8742

シールリングは、各ねじ込み式接続ごとに別途注文する必
要があります。
いずれの注文番号も含まれるアイテムのは1つです。

12.3 Bürkertコミュニケーター（PCソフトウェア）
PCソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」は、タイプ	8741/8742と
の通信を可能にします。

ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」はWindows上で
稼働します。USBインターフェース経由で装置と通信するに
は、büSスティックが必要です	（38ページの表	4：	電気ア
クセサリ（その他アクセサリについては、装置のデータシー
トを参照してください）を参照）。

ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」は以下のものを可能にし
ます。
•	 特定の装置データの読み出し、
•	 さまざまな機能のアクティブ化、
•	 特定の動的特性の変化、
•	 ユーザー定義の較正曲線の調整、
•	 ファームウェアアップデートの実行、
•	 エラーメモリーの読み出し。

12.4 その他の書類
•	 汚染申告書、注文番号	806	075
•	 「Bürkertコミュニケーター」の装置固有のヘルプ（対応する取扱
説明書を参照）
•	 EDSファイルのヘルプ（country.burkert.comからダウンロード）
•	 ATEX認可のタイプ	8742のATEX補足説明書
（country.burkert.comからダウンロード）
•	 タイプ	8741およびタイプ	8742の補足説明書
（country.burkert.comからダウンロード）
•	 EDIPのための配線ガイド（country.burkert.comからダウンロ
ード）
•	 ご要望に応じてLabVIEW用のbüSドライバー。

12.5 スペアパーツ

品目 注文番号
ステンレス鋼製ふるい、メッシュサイズ	
250	µm、MFM向け

654	733

ステンレス鋼製ふるい、メッシュサイズ	
25	µm、MFC向け

676	329

表	6：	 スペアパーツ
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運転停止
タイプ 8741/8742

13 運転停止

13.1 安全注意事項

危険

設備/装置における高い圧力による怪我の危険。
	▶ システムまたは装置での作業に先立ち、圧力を抜き、配管のエ
ア抜き/排出を行ってください。

感電による負傷の危険。
	▶ システムまたは装置での作業に先立ち、電圧のスイッチを切り、
再度オンにならないようロックします。
	▶ 現行の電気装置に関する事故防止・安全規則を遵守してくだ
さい。

警告！

不適切な取外しによる怪我の危険！
	▶ 取外しは有資格者が適切なツールを使用してのみ行うことがで
きます！

危険な流体による怪我のリスク。
	▶ ラインまたはバルブを緩める前に、危険な流体を洗い流し、ライ
ンを減圧して排水します。
	▶ 現行の使用する動作流体に関する事故防止・安全規則に留意
します。

13.2 装置の取り外し

C

A
B B

タイプ 8741

流体接続 タイプ 8741および8742

タイプ 8742

図	26：	 装置の取り外し
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輸送、保管、廃棄処分
タイプ 8741/8742

手順：
	→システム内の動作流体の圧力を低減します。
	→装置を中性流体（窒素など）で洗い流します。
	→システム内の洗浄流体の圧力を低減します。
	→電圧をオフにします。
 → タイプ 8741のみ：	
ストレインリリーフ用に取り付けられているケーブルタイ［A］を
取り外します。

 → タイプ 8742のみ：	
衝撃保護カバーを取り外します（第7.5章の衝撃保護カバーの取
付けおよび取外しを参照）。
	→電気配線［B］を外します。
	→流体接続［C］を外します。
	→装置を取り外します。

14 輸送、保管、廃棄処分
注記！

輸送中の損害！
装置の保護が不十分な場合、輸送に損傷が生じることがあります。
•	 ケーブル、接続部、個別のフィルター、取り付け材料を取り外します。
•	 汚染された装置を洗浄し、換気します。
•	 流体接続部を保護キャップで閉じて、損傷から保護し、密度を確
保します。
•	 輸送中の再汚染を安全に排除するために、装置を2つの適切な
ジップロックバッグに詰めてください。
•	 耐衝撃性の資材を使って梱包し、輸送中も装置を湿気とほこりか
ら保護してください。
•	 許容保管温度外にならないようにしてください。
誤った保管は装置の損傷の原因となることがあります。
•	 保護キャップで流体接続部を閉じます。
•	 密封されたジップロックバッグに、装置を乾いた状態でほこりが
かぶらないように保管してください！
•	 保管温度：−10〜+70	°C。
流体汚染された部品による環境への被害。
•	 環境に配慮した方法で装置と梱包材を廃棄処分してください！
•	 該当する廃棄規則および環境規制を遵守してください。
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返品
タイプ 8741/8742

15 返品
有効な汚染申告書がない限り、装置の作業や検査は行われ
ません。
汚染申告書は、当社のスタートページからダウンロードする
か、最寄りのBürkert営業所に請求してください。
country.burkert.com	 	サービス	 	サービス/
メンテナンス/コミッショニング	 	汚染申告書		
すでに使用されている装置を返品するには、返品番号が必
要です。

すでに使用された装置をBürkertに返品する場合は、以下の手順で
行います。
	→汚染申告書を記入してください。
	→フォームに記載された宛先に申告書を送付してくださ
い。Bürkertはその後、ファックスまたは郵送で返品番号を発行し
ます。
	→装置を第14章に記載された通りに梱包します。
	→返品番号と汚染申告書を添えて、装置をBürkertに送付してくだ
さい。

	 	宛先：
	 	ビュルケルトジャパン株式会社	
〒112-0005	東京都文京区	
水道1-12-15	
白鳥橋三笠ビル	
電話：03-5804-5020	
Fax：03-5804-5021	
info.jpn@burkert.com	
www.burkert.jp

日本語
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